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「新設分割計画承認の件」についての修正動議に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 1 月 13 日付「臨時株主総会招集のための基準日設定及び臨時株主総会の開催に関す

るお知らせ」記載のとおり、2023 年 3 月 14 日に臨時株主総会（以下「本臨時株主総会」といいま

す。）の開催を予定しております。また、当社は、持株会社体制への移行のための新設分割（以下「本

新設分割」といいます。）を実施するために、本臨時株主総会に「新設分割計画承認の件」を議案とし

て提出しております。当該議案の詳細については、当社ウェブサイト（https://masouken.com/）及び

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）において電子提供措置をとっ

ている本臨時株主総会にかかる「臨時株主総会招集ご通知」（株主総会参考書類を含みます。）（以下

「本招集通知」といいます。）をご参照ください。 

今般、当社の株主である当社取締役荻野光（以下「本株主」といいます。）から、本臨時株主総会の

当該議案について修正動議（以下「本修正動議」といいます。）を提出する予定である旨の連絡があり

ましたので、その内容を以下のとおりお知らせいたします。 

 

 
1． 本修正動議の内容（予定） 

本臨時株主総会における決議事項の第 1 号議案に関し、新設分割計画のうち、新設分割設立会社で

ある株式会社Ｍ＆Ａ総合研究所（以下「本新設分割設立会社」といいます。）の定款（本招集通知

６頁以下）について以下のとおり変更する。 

 

（下線は変更部分を示します。） 

    会社提案     修正動議案 

（機関） 

第４条 当会社は、株主総会及び取締役のほか、

次の機関を置く。 

1 取締役会 

2 監査役 

3 監査役会 

 

（機関） 

第４条 当会社は、株主総会及び取締役のほか、

次の機関を置く。 

1 取締役会 

2 監査役 

＜削除＞ 

第５章 監査役及び監査役会 

 

第２７条～第２９条（略） 

 

（常勤の監査役） 

第３０条  監査役会は、その決議によって常勤

の監査役を選定する。 

 

（監査役会の招集通知） 

第３１条  監査役会の招集通知は、各監査役に

対し、会日の３日前までに発する。ただし、緊急

の場合には、この期間を短縮することができる。 

２ 監査役の全員の同意があるときは、招集の手

続きを経ないで監査役会を開催することができ

る。 

第５章 監査役 

 

第２７条～第２９条（会社提案どおり） 

 

＜削除＞ 

 

 

 

＜削除＞ 

 

 

 

 

 

 



 

（監査役会規程） 

第３２条  監査役会に関する事項は、法令又は

定款に定めるもののほか、監査役会において定め

る監査役会規程による。 

 

第３３条～第３５条 （略） 

 

 

＜削除＞ 

 

 

 

 

第３０条～第３２条 （会社提案どおり） 

 

第６章 計 算 

 

第３６条～第３８条 （略） 

 

第６章 計 算 

 

第３３条～第３５条 （会社提案どおり） 

 

 

 

2． 修正動議の付議に至る経緯 

当社では、本新設分割設立会社の機関設計を監査役会設置会社としておりました。本株主から、

当社が持株会社に移行した後の当社グループ全体としての実効性のある統一的かつ効率的な監査体

制の構築という目的及び役員構成を踏まえると、当社の完全子会社となる本新設分割設立会社は非

監査役会設置会社とすることが適切であるとの理由から本修正動議を提出する予定との連絡を受け

ました。 

 

3． 本臨時株主総会での対応について 

当社といたしましては、本修正動議に賛同致します。 

本修正動議につきましては、既に電子提供措置を開始し、かつ、発送済みの本招集通知の修正は

行わず、当日、本臨時株主総会の受付にて本修正動議の内容を記載した本プレスリリースを配布の

うえ、本臨時株主総会において本修正動議が発議された場合には、修正動議案に対する賛否を諮ら

せていただきます。この場合、既に郵送にて行使された議決権行使書につきましては、修正動議案

について自動的に以下の取扱いとなります。従いまして、このような取扱いがされることが意に沿

わず、改めて議決権を行使されたい株主の方は、当日本臨時株主総会にご出席のうえ決議にご参加

くださいますようお願い申し上げます。 

＜第１号議案＞ 

① 会社提案に「賛成」の議決権行使書 ・・・ 修正動議案に対し「反対」として取り扱う。 

② 会社提案に「反対」の議決権行使書 ・・・ 修正動議案に対し「棄権」として取り扱う。 

 

以 上 


